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１１．．交交通通改改善善

インターチェンジの有無により、環状８号線の交通量変化は約１割で、７区市

を通過する大型車の増減はなく、インターチェンジの有無に関わらず、環状８号

線の大型車削減効果については、同程度の効果が期待されます。

表　　環状８号線の断面交通量（青梅街道南側地点）

外環道がある場合外環道

が無い場合 インターチェンジ

が無い場合

インターチェンジ

がある場合

環８の交通量

（　）は大型車
６.１万台/日
（１.６万台/日）

５.０万台/日
（０.９万台/日）

４.４万台/日
（０.８万台/日）

うち７区市を通過する交通量

（　）は大型車

３.３万台/日
（１.２万台/日）

１.０万台/日
（０.３万台/日）

１.０万台/日
（０.３万台/日）

平成 11年度道路交通センサスを基にした計算値

インターチェンジの有無により、外環道の７区市を通過する交通量の変化は約１割で、７区

市を通過する大型車の増減はなく、インターチェンジの有無に関わらず、外環道で通過交通を

処理する効果については同程度の効果が期待されます。

表　　外環道の断面交通量（青梅街道南側地点）

インターチェンジが無い場合 インターチェンジがある場合

外環道の交通量

（　）は大型車
８.８万台/日
（３.４万台/日）

１０.５万台/日
（３.７万台/日）

うち７区市を通過する交通量

（　）は大型車

８.０万台/日
（３.３万台/日）

８.５万台/日
（３.３万台/日）

平成 11年度道路交通センサスを基にした計算値

平成 14年 12月 24日
国土交通省関東地方整備局
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２２．．利利便便性性

インターチェンジがある場合、外環道沿線地域で高速道路へのアクセス時間が15分

程度短縮されます。また、武蔵野市や西東京市の一部が新たに20分圏域になります。
インターチェンジまでのアクセス時間圏域

＜現　　況＞

＜インターチェンジがある場合＞

＜インターチェンジがない場合＞

※インタ－チェンジまでのアクセス時間圏域の計算

①主要地方道以上を対象に道路交通センサス（Ｈ１１）の旅行速度（ピーク時）を用い、一般県道以下主な路線については、

旅行速度を１６ｋｍ／ｈと設定し、５分、１０分、２０分毎の範囲を計算したものです。

②時間圏域は、①の結果からプロットされたポイントを単純に結び、示した概ねの範囲です。

③外環供用による一般道の速度変化は考慮していません。

 

 ５分圏域 
１０分圏域 
２０分圏域 

凡 例 

調布 IC 

東京 IC 

高井戸 IC 

大泉 IC 

東名川崎 IC

所沢 IC

玉川 IC

 

 ５分圏域 
１０分圏域 
２０分圏域 

凡 例 

調布 IC 

東京 IC 

高井戸 IC 

大泉 IC 

東名川崎 IC

所沢 IC

玉川 IC

世田谷通り IC

国道 20 号 IC 

東八道路 IC 
青梅街道 IC 
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凡 例 
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高井戸 IC 

大泉 IC 

東名川崎 IC

所沢 IC

玉川 IC


